
０７５ 江戸時代  貨幣と金融  

統一的な貨幣制度の模索 

 

金座  

あ 家康が慶長小判を 後藤庄三郎 に 

  作らせる。 

い 金貨の単位は 両・分
ぶ

・朱  

      

 →小判は 計数貨幣  

 

銀座 

あ 銀貨は 秤量貨幣  

 

い 銀貨の形はふぞろい！！ 

    丁
ちょう

銀
ぎん

    豆板
まめいた

銀
ぎん

。通称銀たま。 

 

 

 

 

う 銀貨の単位は重さ 貫
かん

・匁
もんめ

  

 

銅座 銅銭は 寛永通宝  

  銭 1枚＝1文
もん

。 

銭 1000枚＝1貫
かん

 

 

幕府公定レート 

 金１両＝銀50匁＝銭4000文 

 ※実際にはその時々の相場で変動した。 

  →近世後期には金１両＝銀 60匁 

 

 

 

 

 

 

 

 

東日本では主に金貨で決済されていた 

＝（東日本は 金遣い  経済圏 ） 

西日本では主に銀貨で決済されていた 

＝（西日本は 銀遣い  経済圏 ） 

 

 

 

金融機関… 両替商  

 本両替 …両替業のほか預金･融資といった 

       銀行業務も行い、資金と信用が大。  

 銭両替 …信用の小さな両替商で、たいてい 

       は米屋など他の商売を兼業。㋑ 

 十人両替 …本両替から幕府に指定されて 

      金融統制や幕府の公金出納を行った。 

 

 

 

 

 

 

紙幣… 藩札 の流通 

   幕府の許可を得て発行 

    藩の領内でのみ通用。 

    福井藩 が最初。 

    2015 広島福山藩が最初。 

※藩札
はんさつ

はただの紙切れではなく、 

 金銀と 兌換 できた。 

※藩は 33％ の準備金で発行。 

 金銀が 33 万両あれば 100 万両分の 

 藩札を発行できる。 

※藩札は大坂などの豪商が保証 

 （藩札は信用が命だから） 
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